ファミリー・インターナショナルを代表して、クレア・ボロウィックによる概要説明
（「Briefing from Claire Borowik for the Family International」日本語訳）
連絡先：ファミリー・インターナショナル広報デスク　クレア・ボロウィック

電話：(202) 298-0838
Eメール：thefamilyna@aol.com

ファミリー・インターナショナルは、最近の、リッキー･ロドリゲス、および、アンジェラ･スミスの死について深い哀悼の意を表します。リッキー･ロドリゲスは、ファミリー･インターナショナルの運営面・精神面の共同指導者であるカレン･ザービーの息子であり、アンジェラ・スミスは、30年以上、ファミリーのメンバーでした。2005年1月8日、ロドリゲス（1975-2005）は、スミスの命を奪った後、自殺しました。二人の突然の死を取り巻く悲劇的な状況は、ロドリゲスとスミスの親族や友人たちに深い悲しみと心痛をもたらしました。（リッキー・ロドリゲスの追悼サイトwww.rickyrodriguez.comをご覧下さい。）


私たちのコミュニティーでは、自殺や暴力行為などあり得ないと言えるほどです。私たちは、クリスチャンとして、暴力行為や、それが無実の人にもたらす苦しみを遺憾に思い、そうした行為に断固として反対しています。人間の生命は神聖であり、人はそれぞれ、神の姿に似せて創られたものとして尊重されるべきだと信じています。また、クリスチャンとして、人類に対する神の愛と救いの知らせや、恵まれない人への神の気づかいについて人々に伝えることに人生を捧げています。（100カ国以上における私たちの慈善活動についてさらに詳しく知りたい方は、以下のホームページをご覧下さい。www.thefamily.org）


リッキー・ロドリゲスは、教育やその他の関心事を追求するために、2000年にファミリーを円満に脱退しました。しかし、後に母と妹に反感を抱くようになりました。ファミリーに対して容赦ない非難を浴びせる一部の背教者［宗教団体から離れて、その教えや実践に完全に反対するようになった人］たちと連絡を取るようになって、彼は暴力的な性向を現すようになりましたが、彼が暴力行為を行おうとしていたことを知っていた人たちは、そのことを当局に報告したり、助けを求めることをしませんでした。


この悲劇をめぐるマスコミでの論争をふまえて、ファミリーの第二世代のメンバーたちは、ぜひ自分たちの意見も聞いてもらおうと、ブログを開設しました。ファミリーで育った400人以上の若者が、声明や証言や写真を、そのウェブページに載せています。（www.myconclusion.comをご覧下さい。）

アンジェラ・スミス（1954-2005）の殺害


事実関係を明確にしたいと思いますが、アンジェラ・スミスは、子供の頃のロドリゲスの「ベビーシッター」や「養母」ではありませんでしたし、ロドリゲスと対話をするという「任務を負って派遣された」のでもありません。彼女はファミリーの仕事をしばらく離れてアパートで一人暮らしをしており、ファミリーのコミュニティーに住んではいませんでした。スミスが友人たちに語ったところによると、彼女はロドリゲスが自分と友人の間柄にあると考え、それゆえに彼に会いに行ったのです。ロドリゲスは、ファミリーを激しく非難する元メンバーたちと接触するようになってから、その人生の最後の数年間に、何度か自分の考えを公に表明しましたが、子供の頃にアンジェラ・スミスから虐待を受けたと述べたことは一度もありません。


この悲劇的な犯罪の動機を追及する際に、スミスの死を軽くあしらって、明らかに精神の不安定な青年が見当違いの怒りを行動に移したことを正当化することがないよう、報道関係者の皆さんには、細心の注意を払われるよう強く求めます。この社会には暴力が氾濫しています。メディアを通して目にする暴力に触発されて、自ら暴力的犯罪を犯す人が数多くいることは、周知の事実です。そのような人々は、インターネット上で、様々な暴力行為について匿名で話し合うことができます。このような犯罪が、特に宗教グループによく見られるということはありませんし、実際、ファミリーのコミュニティーでは、そのような暴力はショッキングな出来事であり、全く例がありません。


スミスを知る人たちにとって、彼女は、助けを必要とする人への奉仕に人生を捧げた、親切で無私無欲の人でした。彼女は30年以上、数カ国において宣教師を務めました。（アンジェラ・スミスの追悼サイトは、以下の通りです。www.angela-smith.org/）

第二世代のメンバーの脱退について


ファミリー・インターナショナルのメンバーは、宣教コミュニティー内で子供を育て、ホームスクーリングをし、子供に宗教的信条を伝え、適切な場において子供を宣教活動に参加させる、という権利を行使しています。ファミリー内で育てられた若者が、世間一般のライフスタイルを選んだ場合のために、親は子供をそうした選択のためにも備えさせるべきであることを、ファミリーは認識しています。子供が私たちのグループを出る場合、それまでの、親しく思いやってくれる人々に囲まれて大事に育てられ、かつ信仰に基づいた支えと励ましを受けられた環境から、世間一般のライフスタイルへと移行することになります。ですから、ファミリーの「憲章」、および幾つかのメンバー向け出版物では、親たちに対して、困難となりうる移行期に子供を助ける責任を果たすように忠告しています。


一般的なライフスタイルや職業に進むことを選んだファミリーの若者の大半は、社会にうまく溶け込み、その移行もスムーズでした。けれども、敵意を抱く少数の第二世代の元メンバーたちは、自分の生い立ちの様々な側面について、不満を述べ、ファミリー･インターナショナルを解散させることこそ、自分たちの目標であることを明確にしています。

発表された正式な謝罪文


1993年以来、ファミリーの管理運営部門は、元メンバーおよび現メンバーにあてて、ファミリーでの経験に関する一切の不満について正式な謝罪文を七回発表しました。ファミリーのリーダーシップはそれらの謝罪文の中で、個人が過去に、しつけや教育に関して疑問を生じさせるような行為をした場合について、あるいは、いかなる形であれ性的不品行を行った可能性がある場合について、正式に取り上げました。この10年ほどで、これらの謝罪が何度も出版され、また公開されています。

未成年者の保護に関するファミリーの方針


ファミリー・インターナショナルは、未成年に対する虐待を一切容認しないという方針を取っています。ファミリーは、子供に対して身体的あるいは性的な虐待行為を行ったことがわかった大人は誰でも即刻、除名し、破門にします。ファミリーはメンバーに対し、自分の住む国の法律に従い、その国の司法制度に協力するように忠告しています。


ファミリーのリーダーシップは、虐待の申し立てを極めて真剣に受け止めます。そして、「憲章」によって、そのような報告を緊急に調査し、適切な措置をとるよう義務づけられています。（ファミリーの憲章、「ファミリー・メンバーを破門にする手続き」）。憲章には、コミュニティーの親やメンバーは、コミュニティーに住むすべての未成年者のために安全な環境を提供する責任を負っていることが明記されています。親は子供の世話と福利に関する一切の決断に対する最終責任を負っています（ファミリーの憲章、「子供の権利と親の責任」）。


未成年者の保護に関するファミリーの方針は、1986年に導入されました。私たちは、この方針を取り入れる以前の1978年から1986年の間に、未成年者が性的に不適切な行為を受けるというケースがあったことを遺憾に思います。このことは、1986年に取り上げられ、その際、大人と未成年の間の性的接触が正式に禁止され、続いて1988年には、そのような行為は破門に値することが宣言されました。それ以来20年近くがたちましたが、この方針は変わっていません。ファミリーの憲章（1995年初版）はこの基準を再確認しています。それ以前に出版された文書はすべて、この見解が正しく反映されていることを確実にするために、1980年後半から1990年前半にかけて入念に吟味され、誤解を生じさせるような出版物は正式に破棄され、抹消されました。それ以降に出た覚書や非公式な討議内容で、ファミリーのリーダーシップによると主張されているものでも、この見解を反映していないものは、ファミリー・インターナショナルの正式な出版物ではなく、この論点に関するファミリーの方針や神学的立場を表すものではありません。


1994年には、未成年者のための保護策を設けることなしに、性的解放の教えを公表する著述を（1976年と1978年に）発行したことについては、デービッド・バーグに責任があることが正式に認められました。1986年には、この状況が正式に改められ、そのような接触を禁止する明確なガイドラインが定められました。その後、1988年には、この方針への違反は破門に値するものとされました。


この方針の実施が成果をあげたことは、1990年代の前半に数カ国で、政府が強制的に600人を越すファミリー・メンバーの子供たちを対象に行った検査によって証明されています。これらの検査によって、ファミリー・メンバーの子供たちは、身体的にも、情緒的、教育的、性的にも、一切虐待を受けていないことが確認され、三つの国における裁判でファミリー・メンバーへの非難をすすぐ結果となりました。

イギリスの親権裁判にて裁判官が下した判決


1995年、イギリスの裁判官は、親権裁判において3年にわたって元メンバーと現メンバーの証言を詳しく調べた結果、長い判決文を発表しました。その中で裁判官は、ファミリーの歴史の過去を厳しく非難しながらも、ファミリーは多数の良い変化を遂げたと判断しています。そして、締めくくりとして、ファミリーがグループ内で育てられる子供たちに安全な環境を提供していることに満足していると述べました。その結果、ファミリー・メンバーである母親に、幼児の監護権を認めるという判決が下されたのでした。その判決文で裁判官はこう述べました。


ファミリーは少数派の宗教団体であり、これからもそうあり続け、その生活様式は、彼らの住む地域社会の大半の人々にとって、気に入られるものではないであろう。彼らの子供たちは他とは異なった人生を送る。しかし、私の判断では、この生き方は常軌を逸してはいない。私たちの社会を自由社会とする寛容さの範囲内にあって、ファミリーの生活はもはや、害を及ぼす危険性はない･･･。ここで害というのは、性的虐待や、あらゆる形の虐待、健康の障害、あるいは、知的、情緒的、社会的な発達や行動面の発達の障害のことである。（W 42 1992 In the High Court of Justice Family Division Principal Registry in the Matter of ST (a minor) ND in the matter of the Supreme Court Act 1991）

裁判官は、子供たちがいかなる虐待からも守られることを確実にする上で、現在ファミリーの運営面・精神面の指導者であるマリア（カレン・ザービー）が果たした大切な役割についても記しました。


マリアに促されてのことだと思うが、ファミリーが1986年以来、性的虐待を根絶し、大人と子供、あるいは大人とティーンエージャーの間のいかなる不適切な接触も防ぐという断固たる努力を継続していることに、私は完全に満足している。現在、ファミリー内において、ファミリーの外部以上に児童虐待が起こっているという証拠は何もない。（同判決文）

元メンバーの自殺率


第二世代の元メンバー、リッキー・ロドリゲスの自殺及び殺人事件という悲劇に反応して、ファミリーの誹謗者たちは、第二世代の元メンバーの間での自殺率が高いと公言しています。この主張には根拠がないにも関わらず、マスコミはこうした発言を、正確度を検証するための調査もせずに、そのまま報道しています。


過去15年間に30人近くが自殺したという彼らの主張は、事実や、正式に認められた死因に基づいたものではありません。彼らのウェブサイトで自殺者としてあげられている人の多くは、自然死や事故死でした。自殺とされているケースの内、私たちが確認できたのは、20年にわたる期間で11人のみでした。その多くの場合において、自らの命を断つという決断が過去にファミリーに属していたことと関係していることを示すものはありませんでした。


かつて私たちのグループの一員であった人も、一般の人々同様、社会的な病に屈してしまいうることは認めます。けれども私たちの記録によると、おおよそ3万2千人というファミリーの元メンバーの間での自殺率は、全体的には平均よりかなり低く、ある年齢層では普通に予想される自殺率と同じです。

世界保健機関は、全世界の死亡者の内、一年あたり10万人につき16人の死因が自殺であると推定しています。過去45年で、世界の自殺率は60%増加し、自殺は、15歳から44歳までの年齢層で死因のトップ3に入っています。けれども自殺率が驚異的に増加している今の時代において、私たちのグループ内では、自殺や暴力行為は皆無も同然です。
ファミリー・インターナショナル（以前は、｢神の子供｣として知られていました）は、世界中に福音を宣べ伝えることに人生を捧げたキリスト教宣教師からなるグループです。メンバーはイエス・キリストを個人的な救い主として受け入れ、小規模のコミュニティーで共に暮らし、共に働いています。ファミリーは、1960年代の終わり頃に、南カリフォルニアでデービッド・ブラント・バーグ（1919-1994）により創始されて以来、世界中で100カ国以上に所在する国際宣教グループにまで発展しました。ファミリーのフルタイム・メンバーのおよそ三分の二が、第二世代および第三世代のメンバーから成っています。www.thefamily.org をご参照下さい。

翻訳：ファミリー･インターナショナル日本連絡所
　　　　（2005年4月12日、改訳）

日本のファミリーのホームページ：http://www.family.gr.jp/
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